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Towards the Alleviation of Language Anxiety: A Qualitative Study 

（The Proceedings of 2018 International Conference on Applied Linguistics & Language 

Teaching —要旨 藤井聡美） 

 

第二言語習得研究（SLA）の中で、外国語不安（Foreign Language Anxiety）というキーワ

ードが Horwitz, Horwitz & Cope (1986)によって初めて定義されてから、30年以上がたつが、

それ以来、外国語学習における不安の研究は世界中の研究者によってなされてきた。これ

までの数多くの研究から、言語不安（Language Anxiety）は、外国語学習もしくは第二言語

学習を阻害する要因であるということが示されてきている（e.g., Aida, 1994; Alrabai, 

2014; Horwitz, Horwitz & Cope, 1986; Na, 2007)。言語不安の外国語学習へのマイナスの

影響を最小限に抑えるためには、学習者の不安感を取り除くことが教師にとって必要とさ

れるといえる。 

Fujii (2017)においては日本人英語学習者の英語授業内言語不安を解消するためには何が

有効かを 3 つの研究プロジェクトを通して考察した。その中で、不安を解消するためのス

トラテジーを概念化し、不安解消ストラテジー尺度（Anxiety-reducing Strategy Scale; ARSS)

を開発した。さらに、その不安解消ストラテジーを用いた教育介入を行い、統計による分

析から介入の一定の効果が認められた。全体としての傾向が明らかになった一方で、学習

者の個人差による不安解消ストラテジーの効果の違いに関しては、探究の余地があった。

これまで言語不安を量的な手法から調査した例が多いが（e.g., MacIntyre & Gardner, 1994; 

Park & French, 2013; Woodrow, 2006)、学習者の言語不安を明らかにするには量的研究のみで

は十分でなく（Gopang, Bughio, Memon, & Faiz, 2016)、質的研究を行うことで学習者の視点

から言語不安の解明が可能になる（Price, 1991)といえる。量的研究のみでは明らかにできな

かった学習者の声を反映すべく、インタビュー調査による質的研究から言語不安解消の糸

口を探った。 

本研究では、15 週にわたる英語授業の中で不安を最小限に抑えた教育介入を行った後、

特に不安の高い学習者、特に不安の低い学習者双方に対し半構造インタビューを行った。

この調査からは、１）高不安の学習者の言語不安の要因は何か、２）高不安の学習者は不

安解消ストラテジーに対しどのような意見を持っているか、３）低不安の学習者は不安解

消ストラテジーに対しどのような意見を持っているか、以上 3 点を明らかにすることを目

的とした。 

本調査の参加者としては、教育介入を行ったクラスに所属する、合計 48人の大学生英語

学習者のうち、特に不安の高かった学習者 7 名と特に不安の低かった 4 名を抽出した。こ

れらの参加者に対し教育介入後にインタビューを実施し、録音した質的データは書き起こ

しを行い、Steps for Coding and Theorization (SCAT; Otani, 2007)を用いて分析した。 

分析の結果から、学習者の不安の要因は、「他者からの否定的な評価に対する不安」、「自

身の能力の過小評価」、そして「他者とのやり取りへの恐れ」であることが明らかになった。



不安解消ストラテジーへの効果の感じ方に関しては、「他者との協力」は高不安、低不安双

方の学習者から肯定的にとらえられていた一方で、「ペアワークやグループワーク」はとら

え方に違いがみられた。その原因として考えられるのは、「他者との協力」は主に授業内で

行う自由ディスカッション活動のことを指し、協調的な環境の中で相談し合うことや、協

力し合う要素が多い一方、「ペアワークやグループワーク」は評価を伴うタスクがメインと

なるため、英語の能力を問われる場面もあり、不安の感じ方に個人差が見られるというこ

とが挙げられる。低不安の学習者の多くは個人の活動に比べてペアワークやグループワー

クの良さを感じているようであったが、高不安の学習者にとっては不安のもとになること

もありうるということが分かった。例として、まわりに迷惑をかけるのではないかという

心配や、他のグループメンバーとのやりとりをうまくできるかどうかの不安から、積極的

になれないということが明らかになった。 

本調査からは、高不安の学習者と低不安の学習者とで不安解消ストラテジーに対する認

識に隔たりがあることが見いだされた。学習者の声に耳を傾けることは非常に重要であり、

そうした声を聴くことから学習者個人がどういったことに不安を感じ、抵抗感があるのか

を把握し、個人差に応じた指導が可能になるであろう。英語授業内で学習者が相互に協力

し合い、協調的な環境の中で学ぶことができれば、おのずと学習者の言語不安を取り除く

ことにつながることが明らかになった。 

(2023字) 
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